
 

 

 

 

 

鳥取駅周辺のイルミネーション・ライトアップについて 
 

【事業の目的】 

鳥取駅周辺エリアにおいて、一体的なデザイン及びコンセプトに基づく光の演出を行い、鳥

取駅前のシンボルとしての空間形成を図ることで、エリアの滞在性と回遊性を向上させ、中心

市街地への誘客と、新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い落ち込んだ消費の喚起をはじめ、

訪れる人々に晴れやかな気持ちや、落ち着きを感じてもらう空間づくりによって、市民にとっ

ての憩いの場とすることを目的とします。 

 

①鳥取駅周辺のイルミネーション・ライトアップ【中心市街地整備課】 

【事業概要】 

 （１）実施内容   景観デザインの制作及び機材の設置施工 

※「鳥取駅周辺夜間景観形成業務」として業務委託により実施 

（２）実施エリア  鳥取駅北口ケヤキ広場及び風紋広場 

  （３）実施スケジュール 

    令和２年１２月下旬施工完了予定 ※完了と同時に点灯開始 

    点灯期間：通年（開始：日没後／終了：ケヤキ広場・午後１１時、風紋広場・午後１０時） 

（４）委託事業者 ※公募型プロポーザルにより選定 

  Neo Anticos（ネオアンティコス）代表 田村篤史 

    事業費：6,44７千円 

【整備イメージ】 別紙のとおり 

 

②鳥取市庁舎のイルミネーション・ライトアップ【政策企画課】 

【事業概要】 

 （１）点灯期間  令和 2 年 12 月 18 日（金） 

～令和 3 年 1 月 17 日（日） 

          午後 5 時半～午後 9 時 

（２）事業内容 

①本庁舎ライトアップ 

東側 3 階の植栽屋根から照射 LED ライト 4 基 

（色調：ブルー※） 

※「感染リスクの中で働き続ける医療従事者の方への感謝」と「新型コロナウイルス

の終息への願い」のメッセージをこめて、ブルーを基調としています。 

②本庁舎イルミネーション 

東口正面 2 階部分、つららライト 5,240 球 ほか 

③事業費：4,070 千円 

  （３）その他関連事業 

   ◆市庁舎ライトアップ期間中に、鳥取市民交流センター麒麟 Square 情報スペースに「麒

麟のまち」圏域各町ＰＲ、「ＳＱのあるまち」ＰＲブースを設置 

   ◆麒麟のまち圏域魅力発信イベント「（仮）麒麟のまちホリデーマーケット」の開催 

    12 月 20 日（日）バード・ハットにおいて、麒麟のまち各市町の魅力を発信するイベ

ントを実施予定 
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【整備イメージ】 
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